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参議院でなんとしても悪法を廃案に！ 
消費税増税阻止！社会保障制度改革推進法案廃案！ 

消費税増税と社会保障改悪の関連法案が、１８日参議院特別

委員会で実質審議が開始されました。消費税増税はもちろん社

会保障改革推進法案の成立を阻止するために、宣伝・学習活動

の強化が求められています。 

特に、「推進法案」は、憲法２５条の生存権を否定するもの

で、社会保障を解体するとんでもない内容です。大手マスコミ

はほとんど報道しません。こんな重大な内容の法案は、民主・

自民・公明の３党の密室談合で決められたもので、衆議院では

ほとんど審議されず強行可決されたものでした。我々は、この

悪法の成立阻止めざし、徹底審議を要求するものです。 

こうした状況を踏まえ、中央社保協は、中央団体と協力して

新しい宣伝チラシ（左図）を作成しました。長野県社保協の加

盟団体は、宣伝・署名活動に活用しましょう。 

６月２０日国会行動・６月２３日「怒りの国民 

大集会」長野県からも大勢参加 

↑長野県民医連「県民運動まちづくり部ニュース３」   ↑長野県労連「県労連情報 ７／３号」 

23 日の国民大集会には全国から 2 万 4 千人が集ま

りました。長野県からはバス 1 2 台の 500 人程が参

加。長野地区はバス 4台、佐久と松本が 2台と全県

からの参加。県労連宣伝カーと全教宣伝カー２台で

二つに分かれるデモ隊列となり大きく成功に貢献

しました。【中略】消費税増税、原発再稼動、ＴＰ

Ｐ問題など本当に怒りが爆発することばかり！！ 



福祉医療給付制度の改善を進める会  

６月県議会 団体請願を「継続審査」に！ 
賛同団体３９３団体で請願（のち＋５団体） 

県議会健康福祉委員会で番場小児科医師（長野中央病院）意見陳述 
進める会加盟の各団体が協力し合って、「医療費の窓口無料化」を求

める団体請願は、３９３団体の賛同で６月県議会に提出しました。請願

は、担当の委員会である健康福祉委員会で審議されました。審議に先立

って「会」の代表による意見陳述が行われました。原副会長が請願の趣

旨説明を行い、長野中央病院小児科の番場医師から小児医療分野におけ

る窓口無料化の必要性・重要性について事例をもとに説明がされました。 

委員会での審査では、県健康福祉部の担当課長が議員の質問に答える

かたちで「無料化になった場合の財政負担」が３０

数億円となることを強調し、「慎重に判断せざる」を

得ないと答弁しました。また、質問した同議員は、「（県と「会」との）議論が平行線

のまま」であるとして県当局が「会」を「説得する」よう求める場面もありました。

こうして委員会では、窓口無料の必要性・重要性については、ほとんど審議されるこ

となく請願は「継続審査」となりました。県議会最終日の本会議で「継続審査」が正

式に決定されました。（福祉医療給付制度の改善を進める会ニュース１２－２号より）

自治体への取り組みを強めながら、 

地域社保協活動を盛り上げよう！ 
◆長野県社保協第１回地域・団体代表者会議開催予定 

２０１２年８月４日（土）１３：００～１６：００ 

松本勤労者福祉センター ３階第７会議室 

記念講演   中央社保協事務局長 相野谷 安孝 
「２０１２年秋の情勢の特徴とたたかい、地域社保協強化の意義」（仮） 

記念講演終了後  会議への基調提案、各団体・地域からの発言 など 

◆７月 ３つの地区社保協で総会開催！ 
長野地区７月４日（水）夕方 総会を開催（１５名参加） 

各団体から社会保障面で取り組む内容について挙げてもらい、事務局で整理して総会議案

に反映させた。 

７月６日（金） 長野医療生協 昼：デモ（１００名参加）、 

夕方：緊急学習会（５０名参加）「消費税増税なくとも社会保障充実は可能だ」 

上伊那地区７月１２日（木） 夕方 総会開催（２０名参加） 
前半「学習会」開催、後半「総会」自治体キャラバンのとりくみなどを総括。 

松本地区７月２１日（土） 午後 学習会を兼ねた総会開催予定 
学習会講師 井上英夫（金大教授）生存権裁判を支援する全国連絡会会長 

   「社会保障制度をめぐる政治の特徴と地域での要求実現に向けての組織の必要性」 


